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提供可能技術： 

・防護用品の開発、設計、評価 

・頭部外傷発生リスクの評価 

・事故再現および原因検討 

・衝撃シミュレーション解析 

 

研究内容： 頭部外傷発生メカニズムに基づいた防護用品の開発 

【背景・目的】 
 スポーツ事故、転倒事故、交通事故などにおいて、頭部外傷により多くの死傷者が発生している。その対策として、頭

部外傷の発生メカニズムを明らかにし、それに基づいた防護策の検討を行う必要がある。 

 そこで本研究では、効果的に頭部外傷発生リスクを低減可能な頭部防護用品を開発するため、頭部外傷発生メカニ

ズムを明らかにし、それに基づいた防護用品の開発を行う。さらに、頭部外傷発生メカニズムを解明するため、頭部の

構造および複雑な形状を忠実に再現した頭部モデルの開発を行う。 

 

【方法】 
 本研究では、頭部医用画像から構築される頭蓋骨や脳の三次元形状データを基に、機械加工技術および光造形技術

を組み合わせることにより、実人体頭部の構造および形状に忠実な頭部実体モデルを構築した（図参照）。本研究で構

築した頭部実体モデルは、実事故における頭蓋内現象を再現可能であり、頭部外傷発生メカニズムの解明において有

用なツールであることを確認している（参考文献参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 頭部構造および形状を忠実に再現した頭部実体モデルの構築方法 

 

【今後の展開】 
 本研究で構築した頭部実体モデルは、頭部外傷発生リスクを精度良く評価できる可能性があるため、効果的に頭部
外傷発生リスクを低減可能な防護用品を開発することが可能である。 
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提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

 

 


